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２

来
年
４
月
分
か
ら

　

上
下
水
道
料
金
が
２
割
値
上
げ
！

第
６
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

３
０
０
万
円
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

40
億
８
２
２
２
万
２
千
円

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
政
を
質
し
ま
し
た
。

壮
瞥
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
ほ
か
、
議
案
10
件
を
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
６
回
臨
時
会
は
、
11
月
２
日
に

開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
１
件
を
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

　

胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

厚
真
町
、
む
か
わ
町
、
安
平
町
の
３

町
へ
の
災
害
見
舞
金
１
０
０
万
円
と
、

２
０
０
０
年
有
珠
山
噴
火
災
害
時
に

見
舞
金
を
い
た
だ
い
た
札
幌
市
と
北

広
島
市
に
そ
れ
ぞ
れ
災
害
見
舞
金
１

０
０
万
円
を
贈
る
こ
と
と
す
る
も
の

で
す
。

　

第
７
回
臨
時
会
は
、
11
月
30
日
に

開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て
の
ほ
か
議
案
３
件
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　質
疑

　

中
継
放
送
所
の
送
信
空
中
線
の
特

性
異
常
に
よ
る
調
査
、
点
検
の
経
費

と
の
こ
と
だ
が
、
修
繕
等
が
必
要
な

場
合
の
経
費
の
検
討
は
行
っ
た
か
。

　答
弁

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
設
備
の
調

整
を
行
っ
た
こ
と
で
適
正
値
と
な
り
、

修
繕
等
の
費
用
は
要
し
な
い
と
の
報

告
を
調
査
実
施
者
か
ら
受
け
て
い
る
。

　質
疑

　

改
正
前
の
管
理
職
手
当
は
、
管
理

職
の
平
均
給
料
月
額
の
１
０
０
分
の

12
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
規
則
で
定

め
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
取
扱
い
と
な
っ
て
い
た
の
か
。

　答
弁

　

平
成
19
年
に
管
理
職
手
当
の
定
額

化
を
実
施
し
、
当
時
の
平
均
給
料
月

額
を
基
に
管
理
職
手
当
額
を
算
定
し

て
い
た
。
当
時
と
は
状
況
が
変
わ
っ

て
お
り
、
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
平

均
給
料
月
額
に
よ
る
管
理
職
手
当
の

算
定
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
状
に
沿
っ
た
改
善
を
図
る
た
め
の

条
例
改
正
案
と
し
て
い
る
。

　質
疑

　

上
下
水
道
料
金
を
値
上
げ
す
る
こ

と
で
町
民
に
ど
の
程
度
影
響
が
生
じ

る
か
。

第第第第
　

第
６
回
臨
時
会
は

開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
１
件
を
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

定例会のあらまし

来
年
４
月
分
か
ら

　

上
下
水
道
料
金
が
２
割
値
上
げ
！

来
年
４
月
分
か
ら

　

上
下
水
道
料
金
が
２
割
値
上
げ
！

平
成
30
年
度
壮
瞥
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に

つ
い
て

３
０
０
万
円
追
加

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

壮
瞥
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

久保内小学校ヘルシーキッチン

１
０
８
万
円
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

40
億
８
３
３
０
万
２
千
円

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
30

年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
）

45
万
円
追
加

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
費

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
見
舞
金



３

税を考える週間表彰式

３
０
６
万
１
千
円
減
額

中
学
生
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
派
遣

（
海
外
研
修
）
事
業

２
６
０
万
円
追
加

　答
弁

　

水
道
で
は
基
本
料
金
で
月
額
２
２

０
円
、
年
額
２
６
４
０
円
の
負
担
増
、

下
水
道
で
は
基
本
料
金
で
月
額
２
８

８
円
、
年
額
３
４
５
６
円
の
負
担
増

と
な
る
。

　質
疑

　

基
本
料
金
の
水
量
は
10
立
方
メ
ー

ト
ル
だ
が
、
高
齢
者
世
帯
や
単
身
者

世
帯
で
は
、
月
に
10
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
使
用
し
て
い
な
い
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
や
他
市
町

村
の
例
を
踏
ま
え
、
８
立
方
メ
ー
ト

ル
に
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　答
弁

　

基
本
料
金
の
考
え
方
は
、
使
用
水

量
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
水
道
供
給

に
必
要
な
経
費
を
使
用
者
に
均
等
に

負
担
し
て
も
ら
う
た
め
に
設
定
す
る

も
の
。
他
市
町
村
に
お
い
て
は
基
本

料
金
の
使
用
水
量
は
様
々
に
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
の
値
上
げ
を
行

っ
て
も
、
壮
瞥
町
の
上
下
水
道
料
金

は
道
内
の
市
町
村
と
比
較
し
て
も
高

い
料
金
設
定
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　質
疑

　

福
祉
灯
油
購
入
助
成
に
係
る
１
世

帯
当
た
り
の
支
給
額
、
対
象
世
帯
数
、

支
給
期
間
に
つ
い
て
。

　答
弁

　

支
給
額
は
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
、

２
５
６
世
帯
が
対
象
で
、
支
給
期
間

は
１
月
町
広
報
誌
で
周
知
し
２
月
末

に
締
切
を
予
定
し
て
い
る
。

　質
疑

　

本
事
業
は
、
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在

の
派
遣
方
法
は
何
年
度
ま
で
継
続
す

る
の
か
。

　答
弁

　

平
成
32
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　質
疑

　

32
年
度
以
降
の
考
え
に
つ
い
て
。

　答
弁

　

本
事
業
に
よ
り
生
徒
の
国
際
感
覚

が
養
わ
れ
、
行
動
や
意
識
の
変
容
が

み
ら
れ
る
な
ど
成
長
に
寄
与
し
て
お

り
、
他
市
町
村
に
な
い
特
色
あ
る
人

材
育
成
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
の
方
向

性
と
し
て
は
、
行
財
政
改
革
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
理
事
者
と
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

平成30年　第４回

福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業

３
億
２
１
１
８
万
６
千
円
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

44
億
４
４
８
万
８
千
円

平
成
30
年
度
壮
瞥
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
に

つ
い
て

・立香地区頭首工災害復旧工事
122,040,000円（124,945,200円）
道栄・壮建特定建設工事共同企業体

・仲洞爺集落排水処理施設機器修繕工事
3,888,000円（4,175,280円）

水ing㈱ 北海道支店

・桂浦橋補修工事
10,800,000円（11,210,400円）

壮建興業㈱

・滝之町集落排水処理施設機器修繕工事
3,024,000円（3,156,840円）

水ing㈱　北海道支店

・蟠渓地区池等除去工事
1,404,000円（1,468,800円）

㈱出田建設

・蟠渓地区防火水槽撤去工事
1,198,800円（1,252,800円）

㈱出田建設

・蟠渓地区公衆トイレ及び附帯施設解体工事
6,480,000円（6,674,400円）

㈱出田建設

・仲洞爺団地外構整備工事
2,840,400円（2,926,800円）

壮建興業㈱

・源太橋補修工事
1,047,600円（1,069,200円）

壮建興業㈱

・電気機械計装設備更新工事
3,996,000円（4,212,000円）

㈲堀口水道

平成30年9月から
　　　　平成30年11月まで

（　）内は予定価格

工事発注状況









７

研
修
報
告

研
修
報
告

１　

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
の
見
方

　

財
政
に
つ
い
て
、
現
在
の
そ
の
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

水
準
や
質
が
高
い
か
低
い
か
は
、
財
政
状
況
が
良
い
悪

い
と
は
べ

つ
で
あ
る
。

　

そ
れ
は

な
ぜ
か
？

極
端
で
は

あ
る
が
、

町
民
に
対

す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス

を
十
分
に

行
わ
な
い

で
基
金
を

増
や
し
て

い
る
場
合

や
、
基
金

が
少
な
く

て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　

財
政
状
態
が
悪
い
状
況
と
い
え
ば
、
借
金
が
多
く
貯

金
が
少
な
く
赤
字
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
あ

れ
ば
財
政
状
況
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
収
入
の
大
半

を
地
方
交
付
税
と
い
う
自
分
の
町
の
判
断
だ
け
で
は
左

右
で
き
な
い
財
源
に
依
存
し
て
い
る
市
町
村
の
場
合
、

他
の
市
町
村
と
比
べ
て
み
る
こ
と
で
、
自
分
の
町
の
財

政
状
況
の
良
し
悪
し
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
市
町
村
の
財
政
指
標
を
機
会

が
あ
れ
ば
確
認
が
必
要
で
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

２　

改
め
て
〝
地
域
活
性
化
〞
の
意
義
を

　
　

考
え
る

　

地
域
活
性
化
の
意
義
の
変
化
に
つ
い
て
、
高
度
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
時
代
は
福
祉
や
環
境
・
文
化
・
生
涯
学

習
な
ど
の
町
づ
く
り
、
い
わ
ば
内
向
き
の
地
域
活
性
化

で
あ
っ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
か
ら
最
近
は
、
外
貨
（
観
光

・
特
産
品
）
を
稼
げ
る
町
づ
く
り
、
い
わ
ば
外
向
き
の

地
域
活
性
化
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
の
課
題
は
人

口
減
少
（
人
手
不
足
問
題
）
働
き
手
問
題
で
あ
る
。

　

各
地
に
は
豊
か
な
資
源
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
活
用
す

る
人
が
い
な
け
れ
ば
地
域
は
衰
退
す
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
生
産
人
口
の
減
少
は
、
日
本
人
の
み
の
計
算
で

あ
り
、
Ａ
Ｉ
や
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
や
外
国
人
労
働
者
に
対
し

て
の
対
策
は
、
今
後
も
っ
と
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

活
性
化
に
必
要
な
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
お

ら
れ
ま
し
た
の
で
記
述
し
て
お
き
ま
す
。

　

①
道
の
駅　

②
ふ
る
さ
と
納
税　

③
ま
ち
づ
く
り
法

人　

④
関
係
人
口　

⑤
地
域
お
こ
し
協
力
隊

以
上
で
す
。

　

人
口
減
少
を
考
え
る
と
き
の
一
つ
の
参
考
資
料

と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
で
女
性
が
早
く
結
婚
す
る
地
域
は
、
２
位 

増
毛
町
、
３
位　

上
砂
川
町
、
９
位　

奥
尻
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
遅
く
結
婚
す
る
地
域
は
、
２
位　

愛
別
町
、

６
位　

東
川
町
、
７
位　

和
寒
町
、
９
位　

島
牧

村
と
の
こ
と
で
す
。

　

両
者
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
さ
ら
に
女

性
が
２
人
３
人
目
を
産
む
地
域
は
、
男
性
の
家
事

労
働
時
間
（
掃
除
・
洗
濯
・
炊
事
）
に
比
例
し
て

い
る
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

我
が
身
も
含
め
て
、
男
性
諸
君
は
胸
に
手
を
当

て
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

　
10
月
23
日
に
洞
爺
湖
万
世
閣
レ
イ
ク
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
胆
振
管
内
町
議
会
議

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
に
洞
爺
湖
万
世
閣
レ
イ
ク
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
胆
振
管
内
町
議
会
議

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
治
体
財
政
と
地
域
活
性
化
」

毛
　
利
　
　
　
爾

「
自
治
体
財
政
と
地
域
活
性
化
」

毛
　
利
　
　
　
爾

議員研修会の様子



８

◆
は
じ
め
に

　

９
月
26
日
に
新
し
い
農
業
委
員
会
制

度
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら

説
明
を
受
け
理
解
を
深
め
た
後
、
10
月

30
日
に
農
業
委
員
会
と
本
町
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
や
本
町
農
業
の
現
状
と
課

題
等
を
テ
ー
マ
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
新
た
な
農
業

委
員
会
制
度
が
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員

は
公
選
制
か
ら
首
長
に
よ
る
推
薦
制
度

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
半
数
以
上
が
認
定
農
業

者
で
あ
る
こ
と
、
農
業
分
野
以
外
の
方

や
女
性
の
登
用
の
推
進
等
の
規
定
に
よ

り
、
現
在
、
壮
瞥
町
で
は
定
員
８
名
中

１
名
の
女
性
農
業
委
員
が
任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
解
消
事
務

が
任
意
事
務
か
ら
必
須
事
務
に
な
っ
た

こ
と
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
の
ほ
か
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
農
業
委
員
の
役
割

に
大
き
な
変
更
は
な
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
と
の
懇
談
で
は
、
５
年
後

の
農
業
経
営
に
つ
い
て
の
農
業
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
農
家
戸
数
が
半
減

す
る
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
会
長
か
ら
は
農
業
委
員

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
年
２
回
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
毎
月
開
催
す

る
農
業
委
員
会
会
議
、
遊
休
農
地
解
消

の
た
め
の
仲
介
、
斡
旋
な
ど
の
事
務
を

実
施
し
て
お
り
、
特
に
遊
休
農
地
解
消

や
農
地
利
用
の
適
正
化
に
最
大
限
努
め

て
い
る
が
、
所
有
者
の
意
向
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
解
決
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に

も
遭
遇
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

本
町
農
業
の
課
題
と
し
て
、
経
営
面
積

が
小
さ
く
規
模
拡
大
や
農
地
集
約
が
難

し
い
こ
と
、
基
盤
整
備
の
必
要
性
が
高

い
こ
と
、
国
の
補
助
制
度
等
を
活
用
す

る
た
め
、
農
業
者
の
負
担
の
少
な
い
制

度
に
つ
い
て
町
か
ら
の
情
報
提
供
が
必

要
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
製
造
堆
肥
が
良
質
化

し
た
と
の
評
価
が
あ
り
、
今
後
は
土
壌

分
析
、
堆
肥
の
継
続
施
用
が
重
要
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
対
策
に
つ
い
て
は
、
就
農

希
望
者
の
希
望
に
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
就
農
に
結
び
つ
く
ま
で
は
容
易

で
は
な
く
、
現
状
は
就
農
希
望
者
が
雇

用
就
農
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
後
継
者
不
足
の
課
題
に
つ
い
て
は

第
三
者
継
承
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
度
を

高
め
る
た
め
方
策
の
再
考
が
必
要
性
で

は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
委
員
か
ら
は
、
未
知
の
分

野
で
勉
強
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
他
の
農
業
委
員
か
ら
は
女
性
の
視

点
か
ら
の
意
見
が
大
変
参
考
に
な
る
と

の
評
価
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
に
よ
っ
て
本
町
の
農
業
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
本
町
の
農
業
施

策
を
考
え
て
い
く
上
で
大
変
参
考
と
な

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
経
済
常
任
委
員
会
は
９
月
26
日
に
新
た
な
農
業
委
員
会

制
度
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
10
月
30
日
に
農
業
委
員
と

経
済
常
任
委
員
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度

に
つ
い
て

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度

に
つ
い
て

農
業
委
員
と
の
懇
談

農
業
委
員
と
の
懇
談

経
済
常
任
委
員
会
調
査
報
告

堆肥センターの状況

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
①



９

幸内地区　地すべり箇所の状況

道道滝之町伊達線の工事状況

◆
は
じ
め
に

　

11
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
合
同
常
任

委
員
会
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
、
調

査
順
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

物
品
庫
内
の
半
分
弱
程
度
に
災
害
対

応
備
品
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の

ス
ペ
ー
ス
に
雑
然
と
他
の
物
品
が
置
か

れ
、
満
杯
状
態
で
し
た
。
庫
内
の
整
理

が
必
要
と
の
意
見
や
消
費
期
限
の
近
い

非
常
食
の
処
分
方
法
の
検
討
が
必
要
と

の
意
見
の
ほ
か
、
町
側
か
ら
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
導
入
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、

備
蓄
量
に
つ
い
て
は
、
国
の
早
期
対
応

が
あ
る
の
で
現
状
の
備
蓄
程
度
で
対
応

可
能
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

幸
内
地
区
の
地
す
べ
り
は
依
然
と
し

て
続
い
て
お
り
、
終
息
す
る
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
で
、
地
す
べ

り
箇
所
の
道
路
に
水
道
管
が
埋
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
道
管
の
２
ル
ー

ト
確
保
の
必
要
性
か
ら
も
、
別
ル
ー
ト

の
検
討
調
査
を
関
係
機
関
と
行
っ
て
い

く
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

30
年
10
月
末
の
販
売
実
績
額
が
５
３

０
万
円
弱
で
、
前
年
度
同
時
期
に
比
べ

に
70
万
円
程
少
な
い
状
況
に
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

販
売
強
化
の
た
め
に
不
需
要
期
の
割

引
、
支
払
方
法
等
を
考
え
て
は
と
の
議

員
か
ら
の
意
見
に
対
し
、
町
側
か
ら
は

農
協
等
と
協
議
を
し
て
い
る
が
行
政
が

す
べ
て
を
計
画
す
る
の
は
難
し
く
、
運

営
形
態
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

伊
達
市
側
の
工
事
現
場
事
務
所
付
近

を
視
察
し
ま
し
た
。
新
設
さ
れ
る
道
路

は
舗
装
も
進
ん
で
お
り
、
ま
た
、
路
肩

に
は
排
水
管
が
排
水
口
に
接
続
さ
れ
て

お
り
、
路
上
の
雨
水
等
の
排
水
処
理
構

造
や
完
成
後
の
道
路
線
形
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
室
蘭
建
設
管
理
部
の
担
当
者

か
ら
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
平

成
34
年
度
完
成
予
定
で
あ
り
、
完
成
後

は
現
在
の
道
道
滝
之
町
伊
達
線
は
町
道

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
上
立
香

橋
か
ら
道
道
ま
で
の
間
の
町
道
も
道
道

に
昇
格
す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

壮
瞥
町
商
工
会
の
松
原
経
営
指
導
員

か
ら
こ
れ
ま
で
の
農
商
工
連
携
の
取
組

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

壮
瞥
町
の
農
産
物
の
多
種
性
、
観
光

資
源
、
観
光
客
の
推
移
調
査
の
内
容
や

綿
密
な
計
画
に
基
づ
く
奥
洞
爺
事
業
の

取
組
、
シ
ー
ド
ル
開
発
事
業
の
経
過
等

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

11
月
９
日
に
総
務
・
経
済
合
同
常
任
委
員
会
で
所
管
事
務

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

幸
内
地
区
の
地
す
べ
り
箇

所
の
状
況
に
つ
い
て

幸
内
地
区
の
地
す
べ
り
箇

所
の
状
況
に
つ
い
て

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
状
況
に

つ
い
て

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
状
況
に

つ
い
て

農
商
工
連
携
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

農
商
工
連
携
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

道
道
滝
之
町
伊
達
線
（
有

珠
山
外
環
状
線
）
工
事
の

状
況
に
つ
い
て

道
道
滝
之
町
伊
達
線
（
有

珠
山
外
環
状
線
）
工
事
の

状
況
に
つ
い
て

備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
状
況
に

つ
い
て

備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
状
況
に

つ
い
て 委

員
会
レ
ポ
ー
ト
②

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②
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風
の
広
場
「
薫
風
」
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
「
薫
風
」
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
を
さ
わ
や
か
な
風
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

風
の
広
場
「
薫
風
」
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
「
薫
風
」
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
を
さ
わ
や
か
な
風
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

編
集
後
記

 

ま
も
な
く
平
成
の
年
号
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

 

当
時
内
閣
官
房
長
菅
の
小
渕
恵
三
さ

ん
が
、
平
成
の
文
字
を
掲
げ
た
シ
ー
ン

が
鮮
明
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
意
味
・
由
来
を
調
べ
て
み
ま

し
た
。

 

一
つ
に
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
「
内

平
外
成
（
内
平
か
に
外
成
る
）
」（
読
み

：
う
ち
た
い
ら
か
に
そ
と
な
る
）
、
意

味
は
「
天
地
、
内
外
と
も
に
平
和
が
達

成
さ
れ
る
」
国
も
人
間
も
、
そ
の
内
部

が
平
和
で
穏
や
か
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

外
に
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。

 

も
う
一
つ
は
『
書
経
』
の
「
地
平
天

成
（
地
平
か
に
天
成
る
）
」
（
読
み
：

ち
た
い
ら
か
に
て
ん
な
る
）
、
意
味
は

天
災
な
ど
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
自

然
が
穏
や
か
な
こ
と
。

 

改
め
て
平
成
の
時
代
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
き
、
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

 

次
の
年
号
は
４
月
１
日
に
発
表
と
の

こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
年
号
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

　

平
素
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に

ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る

こ
と
を
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
壮
瞥
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
保
護

者
の
声
を
、
地
域
全
体
や
、
教
育
行
政

に
反
映
さ
せ
る
活
動
で
す
。

　

子
育
て
・
教
育
は
、
家
庭
と
学
校
が

核
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
に
、
も
う
一
つ
、
地
域

の
果
た
す
役
割
が
重
要
度
を
高
め
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
暮

ら
す
人
々
の
力
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
子
育
て
・
教
育
環
境
改
善
の
取
り
組

み
は
、
ま
さ
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

と
っ
て
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

先
日
の
台
風
、
地
震
と
、

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、

近
隣
や
地
域
の
人
同
士
に

よ
る
助
け
合
い
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
地
域
力
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
訓

練
、
知
識
や
技
術
の
備
え

も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
何
よ
り
普

段
か
ら
の
互
い
の
温
か
い
交
流
が
不
可

欠
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
防
災
教
育
の
場
を
提

供
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様

が
交
流
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
日
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
第
65

回
壮
瞥
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
で

は
、
『
ふ
る
さ
と
の
ワ
ク
ワ
ク
を
探

せ
！
子
供
た
ち
へ
ミ
ラ
イ
の
力
』
を
研

究
テ
ー
マ
に
、
新
た
な
試
み
と
し
ま
し

て
、
壮
瞥
高
校
な
ら
び
に
壮
瞥
中
学
校

の
生
徒
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
学
習
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
講
演
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か
で
、
ひ
と

つ
の
作
品
を
作
る
こ
と
を
通
じ
て
、
子

供
た
ち
に
必
要
な
力
を
体
験
す
る
と
と

も
に
、
壮
瞥
を
テ
ー
マ
に
事
前
募
集
し

た
生
徒
に
よ
る
写
真
撮
影
、
ま
た
、
壮

瞥
を
テ
ー
マ
に
作
詞
作
曲
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
楽
曲
、『
Ｇ
Ｅ
Ｏ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』

を
壮
瞥
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
壮

瞥
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
合
唱
で
、

ふ
る
さ
と
へ
の
郷
土
愛
を
高
め
ま
し
た
。

　

壮
中
祭
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ブ
ー
ス
を
出
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
試
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
反
省
を
踏

ま
え
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
様
々
な
事

に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
丸
と
な
っ
て
、
学
校

と
地
域
を
し
っ
か
り
盛
り
立
て
て
ま
い

り
ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
ご
意
見
や
お
知
恵
を
拝
借
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
と
地
域
連
携
」

「
子
育
て
と
地
域
連
携
」

壮
瞥
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
会
長
　
藤
　
澤
　
憲
　
隆

壮
瞥
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
会
長
　
藤
　
澤
　
憲
　
隆

て
く
だ
さ
い
。

だ
き
、
ご
意
見
や
お
知
恵
を
拝
借
さ
せ


